
I  普 及 奨 励 事 項

1 秋 期散 布 に よ る腐 らん病防除 (環 境部 )

1 背 景と特徴

リンゴの腐らん病は、通年発生する病等で、 しかも発病する部位が樹幹であるため、防除

は合わめてL/S鮮である。

従来、感染防止のためにとられている防除手段としては、休眠期および生育期に有効な殺

菌却|を散布する方法がある。しかしながら、本病の発生期間は周年に及ぶため、十分な防除

効果を上げるまでに至っておらず、より有効な感染防止の手段を確立することが強く要講さ

、 れてい る。

病原胞子の飛散蛇、感染条件 などか ら推定 し、秋期感染が多い もの と想定 し、 ト ラブジン

M水 和剤の秋期散布を行 って次年度の防除効果 を検討 した。

その結衆、高い防除効果が得られたので腐らん病総合防除法の一手段としセ紹介し、普及

奨励したい。

2 技 術内容

10月中～下旬に トンプジンM水 和剤 1,500倍を散布する。

3 普 及上の留意点

呆台や斑定眼は侵入円戸になりやすいので薬剤が十分かかるとう、温暖法日を選んで、で

きるだけ動噴を用いて散布することが望ましい。

4 試 験成績の概要

(1)試 験課頓名  リ ンゴ晴らん病の総合防除法

( 2 ) 試験 年 次  昭 和 5 2 年度

t 功 試 験 方 法

試 験  場  所   岩 手郡岩手町一方井

試 験  規  模   威 木を供試、 1区 11～16樹 (品種混在 )

供試薬剤と濃度   ト ップシンM水 和剤 1,500倍

散布  9月 ～ 11月までの期間、各月 1回 のみ散布する区を設け、秋末には各区に石

灰硫☆合剤 (結 晶 )30倍 を散布 した。をお、翌春の発芽前散布は一切行なわず、

芽出し以降は慣行の防除とした。

散布方法 と散布濃度  動 噴を用いて 10a当 り500を宛散布

T 5 7 -



調 査   枝 ふらんの発生数を発見次第朝除し、供試樹毎に斑去教 (枝ふらん数 )を

記録して、月末に集計 し、月間の発生景とした。

化)主 要成果の具体的データー

散布時期と月別の枝ふらん発生

試験結果

トノブジンM水 和剤による秋期散布の効果は高い。防除時期としては、作業の容

易さなどか ら考え、実用的には、中生種の収穫が終る10月中～下旬に散布する。
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※対照区の薬剤は石灰硫黄合剤 (結晶 )30特
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